
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチタイムズ 
大石小学校 

令和５年１月 

給食時間の様子を見ると、姿勢が悪かったり、ひじをついていたり、

お箸を正しく使えていないなど、気になる食べ方をしている人を見かけ

ます。食事のマナーを守ることは、周りの人への思いやりと、自分自身

の健康にもつながります。きちんとできているか見直してみましょう。 

 

 

お箸の使い方に気

をつけましょう。 

おわんや小さい器

は手に持って食べ

ましょう。 

机とおなかの間は握り 

こぶし一つ分あけまし

ょう。 

足の裏は床につけましょう。 

いすに深く腰かけ、背

筋を伸ばしましょう。 

机にひじをつかない 

ようにしましょう。 

口をとじて、よく 

かんで食べましょう。 

×クチャクチャと音をさ

せない。 

×食べ物を口いっぱいに 

詰め込み過ぎない。 

いくことが大切です。一方で、花粉症と関係のある「口腔ア

レルギー症候群」や、原因食物を食べた後に運動することで

起こる「食物依存性運動誘発アナフィラキシー」など、小学

生以降に発症したアレルギーは治りにくいとされており、注

意が必要です。 食物アレルギーは、食べ物に含まれるアレルゲン（主に、た

んぱく質）を異物として認識し、自分の身体を防御するために

過敏な反応を起こすことです。原因食物や症状は人によって異

なり、重篤な症状が起こる場合もありますので、正しく理解し

ておくことが重要です。なお、乳幼児期に発症した鶏卵・乳・

小麦・大豆などのアレルギーは、就学前に約９割の子どもが食

べられるようになることがわかっています。定期的に専門の医

療機関を受診し、専門医の指導の下、必要最小限の除去にして 

乳幼児期に発症した 

アレルギーは、成長ととも

に食べられるようになる 

ことが多いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で食べる給食は、単なる昼ごはんではなく、栄養バランスのとれた豊かな食事を通し

て、健康に良い食事のとり方、地域の産業や食文化、食べ物とそれに関わる人への感謝の気持ち

など、さまざまなことを学ぶための教材となるものです。このように、現在ではさまざまな教育

的効果が期待される学校給食ですが、もともとは、おなかをすかせた子どもたちのために、学校

で昼ごはんを提供したことが始まりでした。学校給食がたどった歩みを見てみましょう。 

日本の学校給食は、1889（明治 22）年、山形県鶴岡町（現・鶴岡

市）にある大督寺というお寺の中に建てられた私立忠愛小学校で始まったとされています。

大督寺のお坊さんが家々を回ってお経を唱え、いただいた米や野菜、お金を使って、貧し

い家庭の子どもたちに食事を用意しました。その後、学校給食は、子どもたちの栄養を改

善するための方法として国から奨励され、各地へ広まっていきましたが、戦争による食料

不足の影響で実施できなくなってしまいました。 

戦争が終わり、子どもたちの栄養状態の悪化が心配されたことから、1946（昭和21）年

に、アメリカのLARA（アジア救援公認団体）から給食用物資の寄贈を受け、翌年１月から学

校給食が再開されました。当初は給食用物資の贈呈式が行われた12 月24 日を「学校給食感

謝の日」としましたが、1950（昭和25）年度からは冬季休業と重ならない１月24日～30

日を「全国学校給食週間」とすることが定められました。 

 

1954（昭和29）年に「学校給食法」が公布・施行され、学校給食は教育活動として実施されることにな

りました。それから、時代の移り変わりとともに、子どもたちの食生活を取り巻く環境は大きく変化し、学

校給食の内容も変わっていきました。 

 

昭和25年にアメリカ

から寄された小麦粉でパ

ンが作られ、「パン・ミル

ク・おかず」の完全給食が

始まりました。 

 

昭和30年代後半には脱脂 

粉乳のミルクが牛乳へと切り替わり、 

コッペパン以外のパンやソフトめん 

など、主食の種類が増えていきました。 

米飯が正式に導入されたのは 

昭和51年のことです。 

 


